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Abstract: This is an example of the format of your paper. The length of your paper is preferable to be six pages. We accept 8 pages as the maximum page length. The number of pages should be even. The format of the first page is different from the following pages. The first page must include the title, author’s name, organization, abstract, and keywords.
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1.はじめに

本資料は、ロボティックシンポジアのフォーマットの参考資料です。

2.論文のページ数

論文のページ数は、6ページを標準とし、最大８ページまでなら認めます（超過料金は10,000円/ページとなります）。ただし、油田運営委員長からメールが流れていますが、ロボティクス論（ミレニアムDiscussionとして、大いにロボティクスの今後を語りあおうとするものです。）の投稿につては、２ページから受け取ります。（ただし、論文のページ数はなるべく偶数ページにしてください。）

3.各ページのフォーマット

A4サイズの用紙を用いる。論文全般にわたり、横書きとする。余白は、上下は25mm左右は20mm程度とする。最初のページには、このフォーマットに例を示すように、以下の項目を1段組で記載する。

· 日本語論文タイトル

· 日本語著者名（日本語の著者の所属も含む）

· 英語論文タイトル

· 英語著者名（英語の著者の所属も含む）

· 英文アブストラクト

· 英語のキーワード

複数の所属の著者の場合については、所属を氏名の後に記載してもかまいません。皆様の美的センスにおまかせします。英文アブストラクトおよびキーワードも、特に制限はもうけません。

英文論文の場合は、以上の項目から日本語の項目を除外した形式とします。

英文キーワードの後からは、1行程度のスペースを空け、それ以降は2段組として本文を記入する。中央の余白は、8mm程度とする。２ページ以降は、最初から２段組で本文を記入してください。ページ番号は、鉛筆書きで記入してください。

4.講演申し込み方法

A4用紙に、講演タイトル、著者全員の名前と所属、講演予定者の氏名と所属学会、会員種別、連絡先担当者の氏名・所属と電話番号・Fax番号・電子メールアドレスを記載してください。また、論文のコピーを4部送付してください。

5.最後に

本フォーマットは、基本スタイルを示したもので、皆様の美的感覚で若干の変更がある場合にも受け取ります。「見やすさ」を考慮して、美しいフォーマットの論文が投稿されることを期待します。

